
令和元年度セクシュアル・ハラスメント及び体罰に関する実態調査の結果について（概要） 

 

 

  

  令和元年度に実施した，公立学校の児童・生徒及び職員を対象としたセクシュアル・

ハラスメント及び体罰に関する実態調査の結果がまとまりましたので，その概要を報告

します。 

この調査は，各学校が，学校におけるセクハラ及び体罰に関する実態を把握し，効果

的に防止策を講じ，よりよい学校環境をつくるために実施しているものです。 

 

１ 調査方法等 

（１）調査対象 

   千葉市立学校及び市立高等学校を除くすべての公立学校に在籍する児童･生徒 

（対象人数は，４８４，９４７人）及び職員（対象人数は，県立学校においては， 

１２，１０１人） 

（２）調査対象期間 

   平成３１年４月１日（月）から回答日まで 

（３）実施期間 

   令和元年１２月２日（月）から令和２年１月３１日（金）まで 

（４）実施方法 

ア 児童・生徒 

学校生活におけるセクハラ，体罰及びセクハラ以外のハラスメントについて， 

アンケートにより，調査する。 

イ 職員 

    セクハラに関する実態をアンケートにより，調査する。     

     

２ 調査結果の概要 

（１）セクハラ実態調査の結果について 

  ア 児童・生徒 

セクハラと感じて不快であったと回答した児童・生徒の割合は，平成３０年度と 

比較してほぼ変化はなく，１００人当たり０.１人であった。ただし，実数で見ると，

平成３０年度の４２４人から５８８人に１６４人増加している。 

  ・高等学校生徒０.２人（０.３人）   ・特別支援学校児童・生徒０.１人（０.３人） 

  ・小学校児童 ０.０４人（０.０２人）・中学校生徒        ０.２人（０.１人） 
※数字は児童・生徒１００人当たりの人数，（ ）内は平成３０年度 

主な回答は，「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」，「必要以上に身体に

触られ不快であった。」,「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」とい

うものであり，ここ数年変わりがない。 

また，セクハラ以外のハラスメントを受けて不快であると感じた児童・生徒の 

割合は，１００人当たり０.３人（実数では，１，３３１人）あり，回答の多くは

「性格や能力を否定されるようなものの言い方をされた。」，「先生が大声で怒鳴っ

たり，乱暴な言葉を発する。」等といった教員の発言や対応等によるものであっ

た。（平成３０年度は実数で９９３人） 
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問い合わせ 
教育振興部教職員課管理室 

         電話 ０４３－２２３－４０３６ 

調査結果を踏まえ児童・生徒本人と面談をする等状況を確認したところ，教諭に

よるセクハラ案件が１件確認され,厳正に処分を行った。 

なお，県立高等学校，特別支援学校の児童・生徒のセクハラ相談員（悩みごと 

相談員）の周知率（相談員を知っている率）が，平成３０年度の６８．４％から 

７１．０％へ上昇した。引き続き，周知率の向上に取り組んでいく。 

イ 職員 

    県立高等学校，特別支援学校では，９１人の職員がセクハラであると感じたと 

回答した。平成３０年度の９４人と比較すると３人減少している。 

 
セクハラと感じ不快であったと回答した人数の割合の変化（平成１６年度を１とした場合） 

 

 
 

 

（２）体罰実態調査の結果について 

   アンケート調査の結果，１件が報告された。調査を始めた平成２４年度の５４件と 

比較すると，大きく減少している。 

  ・高等学校生徒 １件（ １件）  ・特別支援学校児童生徒 ０件（ ０件） 

  ・小学校児童  ０件（ ０件）  ・中学校生徒      ０件（ ０件） 
 ※（ ）内は平成３０年度 

 

３ 今後の対策 

セクハラ及び体罰の根絶に向けて，引き続き，セクハラ防止に向けたパンフレットや

リーフレットを活用し，教職員及び児童・生徒への啓発を図るとともに，教職員に対し，

参加型の研修を行うこと等により，教職員一人一人の倫理観の高揚を図る。また，児童・

生徒の人権意識の高揚も図っていく。 
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令和元年度セクシュアル・ハラスメント及び体罰に関する実態調査の結果について【データ編】 

 

調査方法等について 

１ 調査対象 

  すべての公立小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，特別支援学校に在籍するすべての児童・生 

徒及び職員（千葉市立学校及び市立高等学校を除く。）を対象とし，児童・生徒においては，「学校生 

活アンケート」として実施。 

※ただし，産休，育児休業，休職，療養休暇中の職員は除く。特別支援学校の生徒については，    

家庭に持ち帰る等の対応による調査を行った。 

※体罰調査は，職員には実施していない。 

※義務教育学校の人数は，当該小中学校に含めて集計を行った。 

※調査対象期間は，平成３１年４月１日（月）から回答日までである。 

＜回答者数＞公立学校児童生徒数合計：４５９，４７８名 

高等学校生徒  ８９，５４９名  特別支援学校児童生徒  ５，３７９名 

       小学校児童  ２４８，８９６名  中学校生徒     １１５，６５４名 

      県立学校職員数合計：１１，５９６名 

高等学校職員    ７，６０２名  特別支援学校職員  ３，９５６名 

中学校職員        ３８名 

       ※市町村立の小学校・中学校・特別支援学校の回答職員数は未集計。 

＜調査学校数＞学校数合計：１，１５１校 

市町村立小学校    ６６７校  市町村立中学校      ３２０校 

市町村立義務教育学校   ２校  市町村立特別支援学校     ２校 

県立中学校        ２校  県立高等学校       １２２校 

県立特別支援学校    ３６校   

 

２ 実施期間 

  令和元年１２月２日（月）から令和２年１月３１日（金）まで 
 

３ 実施方法 

（１）児童・生徒 

学校生活におけるセクハラ，体罰及びセクハラ以外のハラスメントについて，アンケートによ 

り，調査する。 

（２）職員 

    セクハラに関する実態をアンケートにより，調査する。     

   

４ 男女別在籍者数及び回答者数 

（１）児童・生徒 

生 徒 県  立  高  等  学  校  特 別 支 援 学 校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 在籍者数 回答者数 回答率％ 

令和

元 

年度 

男子 ４６，４８２ ４４，６２０ ９６．０％ ４，０１８ ３，６３４ ９０．４％ 

女子 ４６，７５１ ４４，９２９ ９６．１％ １，９５３ １，７４５ ８９．３％ 

合計 ９３，２３３ ８９，５４９ ９６．０％ ５，９７１ ５，３７９ ９０．１％ 

平成

３０

年度 

男子 ４７，５７１ ４５，３１６ ９５．３％ ４，０３２ ３，５５６ ８８．２％ 

女子 ４８，１０９ ４６，２２５ ９６．１％ １，９１９ １，６９３ ８８．２％ 

合計 ９５，６８０ ９１，５４１ ９５．７％ ５，９５１ ５，２４９ ８８．２％ 

 
 
 
 



児童・生徒 小   学   校 中   学   校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 在籍者数 回答者数 回答率％ 

令和 

元 

年度 

男子 １３４，９４０ １２６，６２６ ９３．８％ ６３，５６２ ５９，２５３ ９３．２％ 

女子 １２７，０７２ １２２，２７０ ９６．２％ ６０，１６９ ５６，４０１ ９３．７％ 

合計 ２６２，０１２ ２４８，８９６ ９５．０％ １２３，７３１ １１５，６５４ ９３．５％ 

平成

３０

年度 

男子 １３５，１６３ １２７，０５１ ９４．０％ ６３，８９４ ５９，５５６ ９３．２％ 

女子 １２８，４２７ １２３，０６２ ９５．８％ ６０，３５８ ５６，７１１ ９４．０％ 

合計 ２６３，５９０ ２５０，１１３ ９４．９％ １２４，２５２ １１６，２６７ ９３．６％ 

（２）教職員 

職 員 県  立  高  等  学  校 県 立 特 別 支 援 学 校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 在籍者数 回答者数 回答率％ 

令和

元 

年度 

男性 ５，３５２ ５，１６５ ９６．５％ １，５８５ １，５３８ ９７．０％ 

女性 ２，５７９ ２，４３７ ９４．５％ ２，５４７ ２，４１８ ９４．９％ 

合計 ７，９３１ ７，６０２ ９５．９％ ４，１３２ ３，９５６ ９５．７％ 

平成

３０

年度 

男性 ５，３９５ ５，１７０ ９５．８％ １，５５４ １，４７１ ９４．７％ 

女性 ２，９１７ ２，４７１ ８４．７％ ２，４７６ ２，３５１ ９５．０％ 

合計 ８，３１２ ７，６４１ ９１．９％ ４，０３０ ３，８２２ ９４．８％ 

職 員 県 立 中 学 校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 

令和

元 

年度 

男性 ２６ ２６ １００％ 

女性 １２ １２ １００％ 

合計 ３８ ３８ １００％ 

平成

３０

年度 

男性 ２６ ２６ １００％ 

女性 １２ １０ ８３．３％ 

合計 ３８ ３６ ９４．７％  

   ※小学校・中学校は，それぞれの市町村で集計している。 

 

 

セクハラ実態調査の集計結果について  

１ 児童・生徒編 

（１）回答者数及びセクハラと感じたと回答した人数 

年度 令和元年度 平成３０年度 

 性別 回答者数 

セクハラと感

じたと回答し

た人数 

割合％ 回答者数 

セクハラと感

じたと回答し

た人数 

割合％ 

高等学校 

（県立） 

男子 ４４，６２０ ４７ ０．１％ ４５，３１６ ６４ ０．１％ 

女子 ４４，９２９ １６２ ０．４％ ４６，２２５ １６６ ０．４％ 

合計 ８９，５４９ ２０９ ０．２％ ９１，５４１ ２３０ ０．３％ 

特別 

支援学校 

（県立、市立） 

男子 ３，６３４ ２ ０．１％ ３，５５６ ９ ０．３％ 

女子 １，７４５ ５ ０．３％ １，６９３ ８ ０．５％ 

合計 ５，３７９ ７ ０．１％ ５，２４９ １７ ０．３％ 

中学校 

（県立、市町

村立） 

男子 ５９，２５３ １０３ ０．２％ ５９，５５６ ３６ ０．１％ 

女子 ５６，４０１ １７３ ０．３％ ５６，７１１ ８５ ０．１％ 

合計 １１５，６５４ ２７６ ０．２％ １１６，２６７ １２１ ０．１％ 



小学校 

（市町村立） 

男子 １２６，６２６ ４２ ０．０３％ １２７，０５１ １７ ０．０１％ 

女子 １２２，２７０ ５４ ０．０４％ １２３，０６２ ３９ ０．０３％ 

合計 ２４８，８９６ ９６ ０．０４％ ２５０，１１３ ５６ ０．０２％ 

合  計  ４５９，４７８ ５８８ ０．１ ％ ４６３，１７０ ４２４ ０．１ ％ 

※セクハラと感じて不快だったと回答した児童・生徒の人数が，全体として増加した。 

※調査結果を踏まえ各学校で追跡調査を行ったところ,教諭によるセクハラ案件が１件確認され, 

厳正に処分した。 

【全体】１００人当たり０．１人（0.1 人）※小数点第２位を四捨五入 （ ）内は平成３０年度 

（２）セクハラと感じて不快だったと回答した項目 

   ※各学校種において，アンケート内で示したセクハラ例の回答人数の多い順に並べている。 

  ①高等学校（回答人数 209）＊セクハラと感じ不快だったと回答した生徒の人数（複数回答）  

項  目 男子 女子 合計 

・性的な話・冗談等を言われ，不快であった。 10 37 47 
・必要以上に身体を触られ，不快であった。 7 39 46 
・みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。 5 26 31 
・男のくせに，女のくせに等と言われ，不快であった。 7 9 16 
・性的な内容の電話・手紙・電子メール等をもらい，不快であった。 1 1 2 
・性的な関係を求められ，不快であった。 1 0 1 
・その他 33 66 99 
②特別支援学校（回答人数 7）＊セクハラと感じ不快だったと回答した児童･生徒の人数（複数回答） 

項  目 男子 女子 合計 

・必要以上に身体に触られ, 不快であった。 1 2 3 
・性的な話・冗談等を言われ，不快であった。 0 2 2 
・みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。 0 1 1 
・男のくせに，女のくせに等と言われ，不快であった。 0 0 0 
・性的な内容の電話・手紙・電子メール等をもらい，不快であった。 0 0 0 
・性的な関係を求められ，不快であった。 0 0 0 
・その他 11 2 13 
③中学校（回答人数 276）＊セクハラと感じ不快だったと回答した生徒の人数（複数回答） 

項  目 男子 女子 合計 

・必要以上に身体を触られ，不快であった。 48 76 124 
・性的な話・冗談等を言われ，不快であった。 18 25 43 

・みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。 13 26 39 
・男のくせに，女のくせに等と言われ, 不快であった。 3 8 11 
・性的な内容の電話・手紙・電子メールをもらい，不快であった。 1 1 2 
・その他 6 32    38 

④小学校（回答人数 96）＊セクハラと感じ不快だったと回答した児童の人数（複数回答） 
項  目 男子 女子 合計 

・必要以上に身体に触れられ, 不快であった。 16 24 40 
・みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。 9 12 21 
・性的な話・冗談等を言われ，不快であった。 4 5 9 
・性的な内容の電話・手紙・電子メールをもらい，不快であった。 2 0 2 
・男のくせに，女のくせに等と言われ, 不快であった。 1 0 1 
・その他 14 23 37 

 
 
 
 



（３）セクハラと感じ不快だったと回答した件数が多かった項目の推移 
セクハラと感じ不快であったと回答した主な項目は，前年度と同じ傾向であった。 

①  県立高等学校生徒   ＊（ ）内は，平成３０年度。 
・「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」     ０.０５％（０.０６％） 
・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」      ０.０５％（０.０５％） 
・「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」   ０.０３％（０.０４％） 
 

②  特別支援学校児童・生徒 
・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」      ０.０６％（０.０６％） 
・「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」     ０.０４％（０.０６％） 
・「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」   ０.０４％（０.１１％） 
 

③  中学校生徒 

・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」             ０.１１％（０.０４％） 

・「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」     ０.０４％（０.０５％） 

・「みんなの前で容姿を話題にされ， 不快であった。」    ０.０３％（０.０１％） 

 

④  小学校児童 

・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」      ０.０２％（０.０１％） 

・「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」   ０.０１％（０.００％） 

・「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」     ０.００％（０.００％） 
※生徒の回答について内容を調査したところ，授業中の職員の冗談や教材の説明の中での性的な言動

や，部活動及び服装頭髪指導等の生徒指導の場面における教職員の対応を不快と感じたものが多かっ

た。 

 

 

（４）セクハラととらえられた具体的な事柄（県立学校生徒の回答の趣旨の抜粋） 

 

・身体をなでるように見られる。 

・タックルの練習中抱きつかれた。 

・部活動の大会で男性顧問が女子更衣室に入ってきた。 

・部活の休憩中に，頭を触られた。 

・スカートの下に穿いていたジャージーのことで注意をされ，その場で、ジャージーを脱ぐと

きに，注意をした先生に見られていて嫌だった。 

・大学合格後に，○○大学は女子を取りたがっているからと性差別的なことを言われた。 

・授業中の全体に向けての話で，身体的内容があり自分は不快だった。 

・講演会で講師が話す性的内容が不快であった。 

・保健の授業で答えづらい質問をされた。 

・授業の発問で回答しにくいことを言わせようとした。 

・先生が不必要に生徒の髪や体を触っていやがっているのをみた。 

・女子に「腹が出ている」と言っていたのを聞いた。 

・男性職員が女子生徒の頭をなでるのをみて不快に感じた。 

・コンプレックスでありそうなことを皆の前で言われるのを見た。 

・教員が女子生徒に身体的な話題をしているところを見た。 

・男性の先生に下の名前で呼ばれている人がいた。 

・特定の女子だけ下の名前で呼ぶ。 

・女子と話す時だけニヤニヤして気持ち悪い。男女で対応に差がある。 

・先生方からのボディタッチが多い。 

・頭をポンと触られたことがある。 

 

 

 

 

 



２ 教職員編 

（１）回答者数及びセクハラと感じたと回答した人数 

職 員 令和元年度 平成３０年度 

年度 性別 回答者数 

セクハラと

感じたと回

答した人数 

割合 ％ 回答者数 

セクハラと

感じたと回

答した人数 

割合 ％ 

県立

高等

学校 

男性 ５，１６５ ９ ０．２％ ５，１７０ １４ ０．３％ 

女性 ２，４３７ ５５ ２．３％ ２，４７１ ５３ ２．１％ 

合計 ７，６０２ ６４ ０．８％ ７，６４１ ６７ ０．９％ 

県立

特別

支援

学校 

男性 １，５３８ ９ ０．６％ １，４７１ ３ ０．２％ 

女性 ２，４１８ １８ ０．７％ ２，３５１ ２４ １．０％ 

合計 ３，９５６ ２７ ０．７％ ３，８２２ ２７ ０．７％ 

県立

中学

校 

男性 ２６ ０ ０％ ２６ ０ ０％ 

女性 １２ ０ ０％ １０ ０ ０％ 

合計 ３８ ０ ０％ ３６ ０ ０％ 

合計  １１，５９６ ９１ ０．８％ １１，４９９ ９４ ０．８ ％ 

 

※セクハラと感じて不快だったと回答した職員の人数は，減少した。 

※調査結果を踏まえ各学校で追跡調査を行ったところ，深刻な問題はなかった。 

 

 

 

（２）セクハラと感じて不快だったと回答した項目 

   ※各学校種において，アンケート内で示したセクハラ例の回答人数の多い順に並べている。 

 

① 県立高等学校（回答人数64）＊教職員や生徒からセクハラを受けたと回答した職員の人数（複数回答） 

項  目 男性 女性 合計 

・容姿・年齢・結婚・妊娠等を話題にされ，不快であった。 8 25 33 

・性的な話・冗談等を言われたりメール等を送られ，不快であった。 4 8 12 
・必要もないのに身体に触られ，不快であった。 1 5 6 
・性体験や性的なことについて聞かれ，不快であった。 3 0 3 
・執ように交際を迫られ，不快であった。 1 0 1 
・性的なうわさを流され，不快であった。 0 1 1 

・お酌，カラオケのデュエット，ダンス等を強要され，不快であった。 0 1 1 
・執ように携帯電話の番号やメールアドレスを聞かれ，不快であった。 1 0 1 
・裸や水着のポスターやパソコンの画面を見せられ，不快であった。 0 0 0 
・性的な関係を求められ，不快であった。 0 0 0 
・上記のことをされ，拒否すると人事や仕事上で不利になると言われた。 0 0 0 
・その他 3 18 21 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ②特別支援学校（回答人数27）＊教職員や生徒からセクハラを受けたと回答した職員の人数（複数回答） 
項  目 男性 女性 合計 

・容姿・年齢・結婚・妊娠等を話題にされ，不快であった。 2 8 10 
・性的な話・冗談等を言われたりメール等を送られ，不快であった。 0 3 3 
・必要もないのに身体に触られ，不快であった。 2 0 2 
・執ように交際を迫られ，不快であった。 1 1 2 
・性体験や性的なことについて聞かれ，不快であった。 0 0 0 
・性的なうわさを流され，不快であった。 0 0 0 
・お酌，カラオケのデュエット，ダンス等を強要され，不快であった。  0 0 0 
・裸や水着のポスターやパソコンの画面を見せられ，不快であった。 0 0 0 
・執ように携帯電話の番号やメールアドレスを聞かれ，不快であった。     0 0 0 
・性的な関係を求められ，不快であった。 0 0 0 
・上記のことをされ，拒否すると人事や仕事上で不利になると言われた。 0 1 1 
・その他 3 6 9 

 
※職員の回答について内容を調査したところ，生徒からの言動，性別による役割分担を不快と感じたと

するものがあった。 

 

 

３ セクハラと感じ不快であったと回答した人数の割合の変化（平成１６年度を１とした場合） 
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４ セクハラ相談員の周知について 

    セクハラ相談員を知っていると回答した児童・生徒数と周知率 

      校 種 

  年 度 

県立高等学校 県立特別支援学校 全体の 

周知率 人   数 周 知 率 人  数 周 知 率 

令和元年度 ６５，３３５名 ７３．０％ １，７７７名 ３５．４％ ７１．０％ 

平成３０年度 ６４，０５９名 ７０．０％ １，８８３名 ３８．５％ ６８．４％ 

平成２９年度 ６２，５２３名 ６８．１％ １，９３７名 ３９．４％ ６６．６％ 

平成２８年度 ６０，３８１名 ６５．１％ １，５８８名 ３３．６％ ６３．６％ 

 ●セクハラ相談員の周知率について 

・高等学校と特別支援学校を合わせた全体のセクハラ相談員の周知率は，平成３０年度の６８．４％ 

から７１．０％となった。高等学校では，周知率が３．０ポイント増加し，特別支援学校では， 

３．１ポイント減少した。今後も集会等でのセクハラ相談員の紹介や平成２７年度に配布した「わい

せつ・セクハラ防止リーフレット～不祥事根絶に向けて～」，「学校からセクハラをなくすために県立

学校生徒用リーフレット なくそう！セクハラ」を活用する，担任が周知する等して，引き続きセク

ハラ相談員の周知率向上に努め，生徒が相談しやすい環境を作ることが重要である。  

・なお，市町村立小学校は６９.８％から７１．７％，市町村立中学校は６５.４％から６５．２％で 

あった。 

 

５ 記名の状況について 
  ※平成１８年度調査から アンケートについては，原則記名としている。 

 生 徒 

県立高等学校 県立特別支援学校 

記名し

た生徒

の割合 

セクハラを受けたと回答した生

徒のうち記名した生徒の割合 

記名し

た生徒

の割合 

セクハラを受けたと回答した生

徒のうち記名した児童・生徒の

割合 

令和元年度 96.8% ５６.０ ％ 92.8% ６６．７％ 

平成３０年度 94.8% ５０.０ ％ 92.6% ７６．５％ 

平成２９年度 96.1% ５３.６ ％ 92.5%     ６４．３％ 

平成２８年度 94.3% ４３.９ ％ 92.3% ６８．２％ 

記名した効果（複数回答）＊回答数 174       （ ）内は平成３０年度 
・真面目に記入するようになり信頼性が向上した。   60 件 ３４．５％ （61件 34.9%） 
・迅速で的確な対応が可能となった。           56 件 ３２．２％ （37件 21.1%） 
・セクハラの実態把握が難しくなった。           3 件  １．７％ （ 0件     0%） 
・セクハラの抑制効果があった。             0 件    ０％ （ 0 件     0%） 
・その他                         34 件 １９．５％ （41件  23.6%） 

 
 

６ 調査結果に基づき，その後実施した対策の概要について 

（１）生徒に対して ※各学校から記述回答されたものを分類 

項      目 高等学校 特別支援 全 体 

セクハラを受けたと記入した生徒本人と面談し，事情を聞いた。 ６３．８％ ２７．８％ ５６．３％ 

無記名の被害生徒に，相談を受けるよう呼びかけた。 ６．５％ ５．６％ ６．３％ 

文書や放送等でセクハラ相談窓口の周知徹底を図った。 ２．２％ ２．８％ ２．３％ 

集会やホームルームで，全生徒にセクハラ防止の指導をした。 １．４％ ０．０％ １．１％ 

セクハラ防止のポスターや文書を作成し，掲示または配布した。 ０．０％ ０．０％ ０．０％ 

その他 ３．６％ ０．０％ ２．９％ 

（２）教職員に対して 

 ・全教職員に調査結果を知らせ，セクハラ防止に向け，注意を喚起したり，研修を実施したりしている。 

【参考】セクハラ実態調査の効果について（各学校で記述回答されたものを集計し，その概要を分類） 

  ・全体の９４．３％の学校において，セクハラ実態調査は，セクハラ行為に対する抑止力となる，     

ハラスメントに対する意識が高まる等の面で効果があるとの回答があった。 

  ・セクハラ調査を年間複数回実施した方が良いとの意見があった。 

・風通しの良い職場づくりが，セクハラ防止の上でも効果があるとした意見が多くあった。 

 

 



７ セクハラ以外のハラスメントを受け不快であると感じた回答数 ＊平成２８年度からの設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 県 立 高 等 学 校 特 別 支 援 学 校 
年度 性別 回答者総数 回答数 割合％ 回答者総数 回答数 割合％ 

令和 
元 

年度 

男子 ４４，６２０ １１６ ０．３％ ３，６３４ １６ ０．４％ 
女子 ４４，９２９ １５８ ０．４％ １，７４５ １０ ０．６％ 
合計 ８９，５４９ ２７４ ０．３％ ５，３７９ ２６ ０．５％ 

                  （295）               （42） 

児童・生徒 小  学  校 中  学  校 
年度 性別 回答者総数 回答数 割合％ 回答者総数 回答数 割合％ 

令和
元 

年度 

男子 １２６，６２６ ３８５ ０．３％ ５９，２５３ １２７ ０．２％ 

女子 １２２，２７０ ３９３ ０．３％ ５６，４０１ １２６ ０．２％ 

合計 ２４８，８９６ ７７８ ０．３％ １１５，６５４ ２５３ ０．２％ 

                   （512）                             （144） 
職員 県 立 高 等 学 校 県 立 特 別 支 援 学 校 

年度 性別 回答者総数 回答数 割合％ 回答者総数 回答数 割合％ 

令和 
元 

年度 

男性 ５，１６５ ９６ １．９％ １，５３８ １７ １．１％ 

女性 ２，４３７ ８０ ３．３％ ２，４１８ ３９ １．６％ 

合計 ７，６０２ １７６ ２．３％ ３，９５６ ５６ １．４％ 

                                    （113）                              （81） 

                                                                     （ ）内は平成 30年度 

セクハラ以外のハラスメントの具体的な事柄の例（県立学校生徒の回答の趣旨の抜粋） 
 

・授業中に，「馬鹿野郎」「学校やめろ」と言われた。 
・「てめえ」と大きな声で呼ばれた。 
・授業中，咳をしただけで怒鳴られうるさいと言う。 
・担任からの高圧的な物の言い方が不快である。 
・何もしていないのにどなられた。 
・口が悪くて不快になる。 
・クラスの仲間に対して，乱暴な言動の時がある。 
・生徒に対し「馬鹿」という言葉を口癖のように使う先生がいて不快である。 
・担任に性格を決めつけられた 
・人格否定された。 
・解けない問題があると威圧する。 
・授業中，勉強で「あなたが分からないことが分からない」と言われた。ショックでその後質問が

しづらい。 
・「おまえは何も頑張っていない」と言われた。 
・授業中トイレに行った際，時間を計られた。 
・部活動中，顧問が友達に「へたくそ」と言いすぎる。 
・体罰ではないですが，先生が感情的になっているのを見たことがある。 
・「勝手にして」等の暴言，赤ちゃん扱いをする。 
・学級担任の言葉がきつく，嫌な気持ちになる。 
・クラスの仲間に対して乱暴な言動の時がある。 

 
 
 
 

●セクハラ以外のハラスメントを受け不快であると感じた人数について 
 児童・生徒においては，特別支援学校の割合が最も高く０．５％（２６件）であるが、平成３０年

度調査０．８％（４２件）から減少している。この他，高等学校は約０．３％（２７４件），小学

校は０．３％（７７８件），中学校は０．２％（２５３件）であった。なお，各学校でセクハラ相

談員等が，追跡調査等を行ったところ，教員から児童・生徒に対するセクハラ以外のハラスメント

の具体的相談について，深刻な内容はなかった。 



体罰実態調査の結果集計について 
１ 調査内容 

  千葉市及び市立高等学校を除く，すべての公立小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，特別支援 
学校に在籍するすべての児童・生徒及び保護者を対象として，令和元年度中の体罰についてアンケー 

ト調査を実施し，新たに体罰の事実を確認した件数及び事案の概要を各県立学校及び各市町村教育委 

員会から報告する。 

 

２ 調査結果 

実態調査の結果，生徒が体罰として記入したのは１件であった。 

なお，平成３０年度調査は１件であった。 

（１）アンケートから確認し，体罰の疑いがあると報告された件数 

学校種 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計 

令和 元 年度 ０ ０ １ ０ １ 

平成３０年度 ０ ０ １ ０ １ 

平成２９年度 ０ ０ ０ ０ ０ 

（２）発生の場面について 

発生の場面 部活動中 授業中 その他 合計 

令和 元 年度 １ ０ ０ １ 

平成３０年度 ０ １ ０ １ 

平成２９年度 ０ ０ ０ ０ 

 

３ 体罰の事案での令和元年度中の処分の状況について（令和２年３月３１日現在） 

 （１）体罰の事案での処分の状況について（事故発生年度と処分年度は一致しない。） 

学校種 免職 停職 減給 戒告 訓告等 合計 

小学校 ０ １ ２ ０ ０ ３ 

中学校 ０ ０ １ ０ ２ ３ 

高等学校 ０ ０ ０ ０ ３ ３ 

特別支援学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ０ １ ３ ０ ５ ９ 

＊懲戒処分は，小学校３件，中学校１件の計４件を行った。 

 

 

（２）体罰の態様について 

主な体罰の態様は以下のとおりである。 

 ・教諭は，担任をする特別支援学級の児童１名に対し，膝で太ももや腹部を押す，足の裏で臀部

を蹴り押す，拳で額をこづくなどした。 

 ・教諭は，担任する児童１名の言動を指導する際，同児童が座っている椅子の脚を蹴る，頬を拳

で押す，胸ぐらを掴むなどした。 

 ・教諭は，担任をする児童に対し，肘や頭や肩を手で叩いたり，足を蹴るなどした。 

 

 

 

 

 

 

 



問い合わせ 

教育振興部教職員課管理室 

         電話 ０４３－２２３－４０３６ 

４ 令和元年度に千葉県教育委員会の実施した体罰根絶の取組例 

県初任者研修会や５年経験者研修会及び中堅教諭等資質向上研修会，体育主任研修会等において 

体罰根絶について指導した。 

＊指導の中で，リーフレット「体罰なんかいらない！」（平成２６年９月作成）を全参加者に提

示し，「体罰根絶宣言」の周知徹底を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


